
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和６・７年度 熊本県教育委員会 「熊本の学び」プロジェクト校 

令和６・７年度 菊池市教育委員会 学力向上（ICT 教育推進含む）研究指定校 
 

 

【 研究主題 】 

「できた」「わかった」を通して主体的に学ぶ生徒の育成 

～ＥＳＤの視点を踏まえた授業づくりと支持的風土づくりの適切な評価を通して～ 

菊池市立菊池南中学校 

【 ESD （Education for Sustainable Development）とは 】 
「持続可能な開発のための教育（ESD）」は、まさに地球規模の課題を自分事として捉え、そ

の解決に向けて自ら行動を起こす力を身に付けるための教育です。（中略） 

地球上で起きている様々な問題が、遠い世界で起きていることではなく、自分の生活に関係

していることを意識付けることに力点をおくものです。地球規模の持続可能性に関わる問題は、

地域社会の問題にもつながっています。だからこそ、身近なところから行動を開始し、学びを

実生活や社会の変容へとつなげることが ESD の本質であり、グローバルとローカルが結びつ

くという感覚が重要となります。 
■引用元：「持続可能な開発のための教育(ESD）推進の手引」 

（文部科学省国際統括官付 日本ユネスコ国内委員会） 

【 学校教育目標 】 

「生きる力」を培い 未来を創造する 生徒の育成 



 

 

 

 

A 課題を見出す力 E コミュニケーションを行う力 

B 進んで参加する態度 F 他者と協力する態度 

C 批判的に考える力 G 未来像を予測して計画を立てる力 

D 多面的・多角的・総合的に考える力 H つながりを尊重する態度 

Ⅰ 研究の目的  

 

Ⅱ 全ての教育活動を通じて育成を目指す資質・能力  

本校では、国立教育政策研究所が示す「ESD の視点に立った学習指導で重視する能

力・態度」を参考にし、ESD の視点を踏まえ、全ての学校教育活動を通して重点的に

育成を目指す資質・能力（数値では測れない８つの資質・能力）を設定した。 

この視点は、持続可能な社会の創り手となる「意識を持つため」と「自己の変容を

自覚するため」の視点であり、教科等の枠を超えた「学ぶ意味」にもなる。 

持続 可能 な社 会の 創り 手 とな る ESD の視 点を 踏ま え

なが ら、 生徒 が「 でき た」「わ かっ た」 と実 感で き る

授業 づく りと 、支 持的 風 土づ くり を適 切に 進め る こと

によ って 、生 徒の 主体 的 な学 びの 実現 を目 指す 。  



 

 生徒に身に付けさせたい学力と ESD の関連性、さらに各部会の取組を視覚化するため

に「氷山モデル」を作成した。まず、学力を「見える学力」と「見えない学力」に分類

し「８つの資質・能力」を関連付け、研究組織に位置付けた。「見えない学力」は「見え

る学力」の素地となり、相互作用的に高まるとも捉えている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ 本校の学力観（氷山モデル）と研究組織 

ＥＳＤの視点から「８つの資質・能力」として設定し、全ての教育活動を通して高

まっていくと考えられる能力。（左ページ参照） 

各学力調査の結果、定期テストの結果など、教科等の資質・能力を身に付けていく

ことで高まっていくと考えられる能力。 

「見えない学力」の向上につながる全校での取組 

 

「⾒える学⼒」の 
向上を目指す 

・学びにおける自己選択場面の設定 

・考えを参照・共有するためのタブレット活用 
・授業における生徒の学習状況を見取る工夫 
・主体的な学びの素地としての学習規律の徹底

学びの環境整備を⾏い、
「⾒えない学⼒」の向上
を目指す 

・南中わくわくタイム  ・ 、ＳＳＴ 

・朝の会、帰りの会の取組

ＳＡ部会 

「⾒えない学⼒」を⾒え
る化し、向上を目指す 

・

・



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

授業づくり部会の取組 
【仮説１】 

ＥＳＤの視点を踏まえて、主体的に学びを進めていく授業

実践を行い、学習状況を丁寧に見取ることで、生徒の学びの

質が高まり、主体的に学習に取り組むことができるであろう。 

「⾒える学⼒」の 
向上を目指す 

生徒の意識調査で、特に高まりが見られた項目 

 

③ 授業の実際 

① ＥＳＤの視点を踏まえた単元デザイン 
学習 構想 案に は、 Ｓ ＤＧ ｓの ゴ

ール のう ち単 元 の内 容と 最も 関連

性が 高い もの を示 し、８ つの 資質・

能力 をも とに 「 生徒 が意 識す る学

びの ステ ップ【 ＥＳ Ｄの 視点 】」と

いう ３ス テッ プを 設定 し た。  

② 主体的な学びに向けた共通実践 

共 通 実 践 項 目 A 学びにおける自己選択場面の設定 共 通 実 践 項 目 C 授業における生徒の学習状況を見取る工夫 

全教科等で、様々な単元で実施できるよう表

に整理し、教師が選択できるようにした。 

振り返りシートを活用し、教師は授

業のブラッシュアップを目指した。 

質問項目 初期値 事後 差 

授 業 で「 なぜ」 「 おそらく」 「 やってみよう」 「 なるほど」 「 わかった」 「 できた」 等 を感 じることができましたか？  89.1% 92.8% ＋3.7% 

学 習 課 題 や学 習 の手 段 、形 態 、課 題 の難 易 度 などについて、自 ら選 択 して学 ぶ機 会 はありましたか？  86.1% 88.2% ＋2.1% 

タブレットを活 用 して他 者 の考 えを共 有 したり、参 考 にしたりして自 分 の考 えを深 めることができましたか？  87.3% 90.3% ＋3.0% 

 （ 初 期 値 ： R7 年 5 月 、 事 後 ： R7 年 11 月  ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 に よ る ）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

なかまづくり部会の取組 
【仮 説 ２】  

Ｅ Ｓ Ｄ の視 点 を踏 まえて、支 持 的 風 土 の醸 成 など、安 心 し

て学 習 するための環 境 整 備 を行 うことで、主 体 的 に学 習 に

取り組むことができるであろう。 

 

③ 

① 南中わくわくタイム 

生徒の意識調査で、特に高まりが見られた項目 

質問項目 初期値 事後 差 

クラス全体やグループ、友だち同士で話し合いをするとき、自分の意見を積極的に発言していますか？ ７３．８% ８０．１% ＋6．3% 

クラスの話し合いや友だちとの間で意見が合わなかったとき、みんなが納得できるように考えて提案していますか？ ７７．３% ８１．０% ＋3．７% 

（初期値：R7 年 5 月、事後：R7 年 11 月 アンケート調査結果による） 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 

年 間 計 画 に 合 わ せ て 活
動し、「学びの記録シート」
に振り返りを行った。 

自 分 た ち が 設 定 し た 力
が 身 に 付 い て い る の か 自
己評価を行った。３つの段
階 に 分 け る こ と で 基 準 を
明確にした。  

② キャリア・パスポートや学校行事における自己評価 

キャリア・パスポートでは、
年度当初に８つの資質・能力の
うち、自分自身が身に付けてい
きたい力を生徒自ら設定した。 

学 期 の 節 目 ご と に 自 身 の 学
び 方 や 生 活 を 振 り 返 り 自 己 評
価を行った。 

ＳＡ部会の取組 
【仮説３】 

ＥＳＤの視点を踏まえて設定した資質・能力を適切に評価

することにより、生徒が自ら目指す姿と現状を捉えることが

でき、主体的に学習に取り組むことにつながるであろう。 

ＳＡ部会 

「⾒えない学⼒」を⾒え
る化し、向上を目指す 

生徒の意識調査で、特に高まりが見られた項目 

③ 地域学校協働活動における評価 

質問項目 初期値 事後 差 

単 元 や題 材 を通 して先 生 が示 したＥ Ｓ Ｄ の８ つの力 を意 識 して学 ぶことができましたか？  83.0% 86.4% ＋3.4% 

８ つの力 を意 識 して自 分 の学 びを振 り返ることができましたか？  85.6% 87.0% ＋1.4% 

８ つの力 を意 識 して学 校 行 事 などに取 り組 むことができましたか？  89.9% ９０.０% ＋0.1% 

 （ 初 期 値 ： R7 年 5 月 、 事 後 ： R7 年 11 月  ア ン ケ ー ト 調 査 結 果 に よ る ）  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

  

  

委員会名 目的 実践の例 

体育委員会 菊池市の健康寿命を延ばす 南中体操づくり 

図書委員会 菊池市の人々の読書への関心を高める 幼児への読み聞かせ 

放送委員会 視覚障がい者の方に正しい情報や楽しい話題を届ける 音訳ボランティア 

環境委員会 栽培活動を通して心身を成長させ、環境を大切にする ムラサキの栽培へ挑戦 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

探 究 的 な学 びにするために、例 えば、①課 題 の

設 定・ 承 認、②情 報の収 集、③実 行、④整 理 ・ 分

析 、⑤まとめ・ 課 題 提 示 などという流 れで進 め

ている。（上記は地域活動委員会の場合） 

菊池南中ＥＳＤの中核を担い「⾒えない学⼒」の向上を目指す 

委員会活動と地域学校協働活動 

子 ど も の 時 以 来 の カ ル タ で し た 。「 あ 」
～ 「 ん 」 ま で 言 葉 も う ま く か け て い ま
し た ね 。 楽 し め ま し た 。  

地 域 住 民 も 高 齢 化 が 進 む 中 、
中 学 生 を 巻 き 込 ん だ 地 域 の コ
ミ ュ ニ テ ィ づ く り に 役 立 つ 取
組 だ と 思 い ま す 。 今 後 も 続 け
て い た だ け る と 幸 い で す 。  

中 学 生 の 皆 さ ん が よ く 知 恵
を 出 し て 考 え て く だ さ っ た
と 思 い ま す 。 ま だ ま だ 不 完
全 で も 心 が 伝 わ れ ば 本 当 に
あ り が た い も の で す 。  

探究的な学び 「未来創造タイム」 

本校では、ESD の視点から総合的な学習の時間
を「未来創造タイム」とし、全生徒が所属する委
員会ごとに活動を進めている。本校の強みである
地域学校協働活動を更に効果的に「未来創造タイ
ム」に生かし、より探究的な学びに近づけていく
ために、生徒主体で年間計画を作成している。新
執行部が発足した２月から複数回にわたって教職
員と生徒会が一緒になって次年度の計画を立てる
時間を設けた。各委員長が行いたいことをベース
に、教職員が地域学校協働活動推進員と連絡を取
りながら、全ての委員会が、地域と連携しながら
活動する年間計画のもと「ストーリー化」を意識
し取り組んでいる。 

各委員会の活動例  ※全 11 委員会を、学年をまたいだ縦割りで構成している。  

活動の実際  ※様々な委員会の取組を、探究的な学びの流れで示す。  

関わってくださった地域の方の声 

生 徒 代 表 と教 師 との話 し合 い 

（ 課 題 の設 定 ）  

作 成 した計 画 の説 明  

（ 課 題 の承 認 ・ 共 有 ）  
音 訳 について計 画 詳 細 の作 成  

（ 課 題 の設 定 ）  

ベルマークの活 用 法 を考 える 

（ 情 報 の収 集 ）  

年 間 計 画 の修 正 ・ 変 更  

（ 整 理 ・ 分 析 ）  

市 民 の方 に向 けた体 操 づくり 

（ 実 行 ）  

菊 まつりボランティアガイド 

（ 実 行 ）  

「 防 災 の日 」 のお土 産 づくり 

（ 実 行 ）  

「 まとめ」  

「 整 理 ・ 分 析 」  

など 



 

 

（初期値：R7 年 5 月、事後：R7 年 11 月 アンケート調査結果による）  

 

 

 

 

項目 初期値 事後 差 

①あなたは単元を通した学習内容や学習活動について、興味・関

心等を持って学ぶことができましたか？  
89.1% 93.5% +4.4% 

②あなたは、授業や日常生活の中で、不思議だな、どうしてだろ

う、と思ったことを調べていますか？ 
67.9% 69.9% +2.0% 

③あなたは学習の見通 しを持って、粘り強く、自分の学習の進め方を振

り返ったり、周りの人の意見を参考にしたりして学ぼうとしていまし

たか？ 

86.9% 90.8% +3.9% 

④学校の授業では、となり同士やグループで話し合ったり、討論

したりすることがありますか？ 
90.4% 94.1% +3.7% 

⑤ ク ラ ス の な か ま た ち と 協 力 し て 学 校 行 事 な ど に 取 り 組 む こ と

ができましたか？ 
95.7% 96.1% +0.4% 

⑥将来、あんな人になりたい、こんなことがしたい、こんな仕事

につきたいという、夢や目標がありますか？ 
81.9% 82.0% +0.１% 

⑦学校で学んだことは、将来、社会に出たときに役立つと思いま

すか？ 
91.4% 92.5% +1.１% 

Ⅳ 成果と課題  

（１）学校教育活動全般の内容に関する生徒の変容【意識調査】 

（２）生徒と交流した地域の方々からの評価【記述】 

〇中学生と地域の方々を含めた取組が非常に素晴らしいと感じました。避難所運営体験をす

ることで参加したみんなの防災意識が高まったのではないでしょうか。もし未来で災害が

起きても皆さんの力で乗り越えられるかと思いました。 

〇グループワークで は生徒全員がコミュ ニケーションをとり ながら取り組んでい たので良

かったです。積極的な発言もあり、スムーズに進行できていました。 

（３）今後に向けた成果と課題の整理 

〇ESD の視点を踏まえた授業づくりを行っていくことで、生徒は学習の見通しを持って、粘

り強く、自分の学習の進め方を振り返ったり、周りの人の意見を参考にしたりしながら主

体的に学ぶ姿が見られ、授業改善が進んだ。 

〇地域学校協働活動を柱とした ESD の取組は、特に「進んで参加する態度」、「コミュニケ

ーションを行う力」、「他者と協力する態度」の向上に寄与した。 

●各教科の授業、学校行事、特活、総合的な学習の時間等が教科等横断的かつ有機的に結び

つく、ESD を軸とした学びや取組が持続可能なものになるように計画等を整理し、再構築

することが必要である。 

●様々な教育活動をＥＳＤの視点から振り返ることはできているが、評価方法や検証方法に

ついて、さらなる実態把握とアプローチが必要である。 


